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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 9日 (2006.3.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 ２ 個 以 上 の 流 体 噴 射 孔 が 糸 道 孔 の 中 心 軸 に 向 か っ て 等 間 隔
に 開 孔 し て い る 流 体 処 理 装 置 に お い て 、 糸 道 孔 の 中 心 軸 に 対 し 流 体 噴 射 孔 が 糸 条 入 り 口 側
に ８ ０ ～ ８ ９ ゜ の 角 度 を 有 し て 開 孔 し て い る こ と を 特 徴 と す る 流 体 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】 　 糸 道 孔 の 断 面 形 状 が 円 形 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】 　 流 体 噴 射 孔 の 糸 道 孔 へ の 開 孔 部 分 で 、 糸 道 孔 に 接 線 を な す 面 に 糸 導 入 用 の
ス リ ッ ト を 設 け る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 流 体 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】 　 流 体 噴 射 孔 の 断 面 積 の 総 和 と 糸 道 孔 の 断 面 積 と の 比

が ０ ． ８ 以 下 で あ る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 要 旨 は 、 ２ 個 以 上 の 流 体 噴 射 孔 が 糸 道 孔 の 中 心 軸 に 向 か っ て 等 間
隔 に 開 孔 し て い る 流 体 処 理 装 置 に お い て 、 糸 道 孔 の 中 心 軸 に 対 し 流 体 噴 射 孔 が 糸 条 入 り 口
側 に ８ ０ ～ ８ ９ ゜ の 角 度 を 有 し て 開 孔 し て い る こ と を 特 徴 と す る 流 体 処 理 装 置 に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 こ の た め 本 発 明 で は 、 流 体 噴 射 孔 は 糸 道 孔 の 中 心 軸 に 対 し 、 糸 条 入 り 口 側 に ８ ０ ～ ８
９ ゜ 、 よ り 好 ま し く は ８ ３ ～ ８ ８ ゜ の 送 り 角 度 を 持 た せ る こ と が 必 要 で あ る 。 流 体 噴 射 孔
の 糸 道 孔 の 中 心 軸 に 対 す る 角 度 が ８ ０ ゜ よ り 小 さ い と 、 噴 射 流 体 の 糸 条 出 口 側 方 向 へ の 排
出 が 大 き く な り 、 断 面 積 方 向 の 旋 回 流 が 弱 く な っ た り 、 生 じ な く な り 糸 条 へ の 交 絡 付 与 効
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果 は 著 し く 低 下 す る 。 更 に は 糸 掛 け 時 の 作 業 性 も 低 下 し て し ま う 。 ま た 、 流 体 噴 射
孔 の 糸 道 孔 の 中 心 軸 に 対 す る 角 度 が ８ ９ ゜ を 超 え る と 、 へ の 噴 射 流 体 に
よ り 、 糸 条 の 走 行 安 定 性 が 低 下 し 、 旋 回 流 体 に よ る 交 絡 の 効 果 も 低 下 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 流 体 噴 射 孔 の 断 面 積 の 総 和 と 糸 道 孔 の 断 面 積 と の 比

が ０ ． ８ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 断 面 積 比 が ０ ． ８ を 大 き く 越 え る も の は
処 理 圧 力 を 増 加 す る に 従 い 、 ス リ ッ ト か ら 糸 条 が 時 々 飛 び 出 す 。 こ れ は 処 理 圧 の 増 加 （ 流
量 の 増 加 ） に 対 し て 糸 道 孔 の 断 面 積 が 小 さ く 、 ス リ ッ ト か ら も 相 当 量 の 流 体 が 排 出 さ れ る
状 況 に 至 る た め と 考 え ら れ る 。 更 に 、 断 面 積 比 が ０ ． ２ ５ ～ ０ ． ８ の 範 囲 に あ る こ と が 、
よ り 好 ま し い 。 断 面 積 が ０ ． ２ ５ 未 満 で あ る と 流 体 噴 射 孔 か ら 噴 射 さ れ る 流 体 量 が 少 な く
な り 、 糸 条 の 交 絡 に 十 分 な 旋 回 流 が 得 ら れ な く な る 。
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